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世界中の子どもたちから届いた、「時の蘇生・柿の木プロジェクト」に関連する質問をまとめました。
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1945年、長崎に落とされた原子爆弾。この巨大な爆弾によって、多くの人々が亡くなり、長崎の街
もすべて焼けてしまいました。しかし、そんな中、奇跡的に生き残った柿の木があったのです。ただ、
この「被爆した柿の木」は、焼け焦げて弱っていました。そして、原爆が落とされて、およそ50年がた
った1994年。長崎県に住む樹木医・海老沼正幸先生が治療をすると、柿の木はなんとか回復し、
毎年、実をつけるようになりました。この実から種を取り出し育てたものが、「被爆柿の木2世」の苗
木。海老沼先生はこれを平和のシンボルとして、子どもたちに配ることにしたのです。

「被爆柿の木2世」って何？

原爆が落とされた場所から約900ｍ離れた、長崎市の若草町というところにあります。木の高さは
6メートル、樹齢は150歳ともいわれます。

「被爆した柿の木」はどこにあるの？

被爆しても生き続けた柿の木の苗木を世界中の子どもたちに育ててもらうことで、どんなことがあっ
ても負けない命の強さ、平和の大切さを知ってもらうアートプロジェクトです。

「時の蘇生・柿の木プロジェクト」って何？

柿の木の兄弟は世界中にいます。今まで、イタリア、スイス、フランス、アメリカ、ドイツなど23ヵ国、全
部で250ヵ所以上に植えられています。

柿の木は、どこの国に植えられているの？

スケジュールや最新情報は、このサイトでお知らせします。ときどきのぞいてくださいね。

植樹式に参加するにはどうしたらいいの？

はい。長崎大学医学部で放射能測定をしたところ、食べても問題ないという結果が出ています。た
だ、「被爆柿の木2世」は渋柿なので、干し柿にして食べるのがいいでしょう。東京の谷中コミュニテ
ィーセンターでは、毎年10月の収穫祭で収穫した実を干し柿にして、お正月に食べています。

「被爆柿の木2世」の実は食べられますか？

イベントの楽しい思い出を通じて、子どもたちに柿の木のことを覚えていてほしいからです。

木を植えるときにアートイベントをするのはどうして？

みんなで絵を描いたり、ダンスをしたり、歌を歌ったり、表現方法に決まりはありません。たとえば、
大勢で歌を歌いながら街なかを歩いたり、たくさんの風船を空に飛ばしたりしたところもあります。
イベントの内容は、みんなで自由に考えてください。

アートイベントってどんなことをするの？
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植樹式のときにみんなでつくって、柿の木プロジェクト実行委員会が保管しているアート作品は、
美術館に展示される可能性もあります。もしかすると、あなたの作品が、海外の美術館で観られる日
がくるかもしれません。

アートイベントでつくった作品は、どこかに飾られるの？

「柿」の語源は「輝き」で、柿の実が赤く輝いていることからその名前が付けられたといわれていま
す。18世紀後半、柿は日本から海外へ広がっていきました。学名はラテン語で「Diospyroskaki」。
「Diospyros」は「神から与えられた食べ物」という意味です。

「柿」という名前の由来は？

甘柿と渋柿の2つに分かれ、さらにそれぞれ種のあるものとないもの、大きくは計4種類に分けるこ
とができます。全国的に栽培されている「富有（ふゆう）」「治郎」「平核無（ひらたねなし）」など有
名なものをはじめ、細かく分類すれば、日本だけで1000種類を超えるともいわれるほど多品種。ち
なみに、「被爆2世の柿」は「とんご柿」という種類です。

柿にはどんな種類があるの？

皮をむいて生で食べるほか、「被爆柿の木2世」のような渋柿は干し柿にして食べます。干し柿とは
、皮をむいてつるした柿の実を白い粉が吹くまで乾燥させたもの。干すことで渋味の原因であるタ
ンニンが抜け、甘くなるのです。また、柿のへたの部分をアルコールに浸し、空気を抜いたビニール
袋に入れて数日置いても、渋味を抜くことができます。

柿の実はどうやって食べるの？

柿の実には、ペクチンやカロチノイドという成分が多く含まれていて、ビタミンCも豊富。また、カリウ
ムも多いので利尿作用があり、二日酔いや足のむくみにも効果があります。さらに、干し柿にするこ
とでできる食物繊維が、便秘も解消、美容にもいい果物です。

柿にはどんな栄養が含まれているの？

日本列島の西側、九州地方の北西に位置する長崎県は、北・西・南の三方を海に囲まれ、壱岐・対
馬・五島列島など多くの島 も々属しています。ともに原爆を落とされた広島と長崎は同じ西日本に
ありますが、その距離は300kmほど離れています。

長崎は日本のどこにあるの？　広島からは近いの？

鉢に植えて育てます。10月以降は暖かい室内に置き、実を収穫したら再び外に出し、12月中旬ま
ではそのまま外で。本格的に寒くなると芽の成長を止めていた老廃物が分解されて休眠状態を抜
け、12月下旬には発芽できる状態になります。雪の重みで枝が折れないように、軒下に置いたり、針
金を使った「枝吊り」や、やぐらを組んだ丸太などで手当てしましょう。

寒いところではどうやって育てるの？


